


行
政
改
革
大
綱
ま
と
ま
る

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
確
立
へ

　

市
は
こ
の
ほ
ど
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
急
激

に
変
化
す
る
社
会
経
済
情
勢
や
多
様
化
す
る
市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
な
ど
に
対

応
し
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
主
的
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ

ム
を
目
指
す
も
の
で
す
。
昨
年
六
月
か
ら
、
行
政
改
革
推
進
本
部
と
市
議
会
、

市
民
代
表
十
五
人
に
よ
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
検
討
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
今
月
は
、
こ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

天谷市長に答申書を手渡す小林亮之介・行政改革推進

委員会会長（昨年12月14日）

基
本
方
針

　

今
日
の
情
報
化
・
国
際
化
・
高

齢
化
の
進
展
や
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

高
度
化
・
多
様
化
、
地
方
分
権
の

動
き
な
ど
、
激
変
す
る
情
勢
を
的

確
に
と
ら
え
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し

た
行
政
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
新
た
な
行
政
需
要
へ

の
対
応
と
行
政
の
減
量
化
を
軸
と

し
て
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
市
的

な
視
野
に
立
っ
て
行
政
全
般
に
検

討
を
加
え
ま
し
た
。
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目

標
と
し
、
自
主
的
な
行
政
改
革
を

着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

推
進
に
際
し
て
は
、
市
民
代
表

に
よ
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

意
見
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
市

議
会
と
連
携
を
保
ち
な
が
ら
全
庁

体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

状
況
は
そ
の
都
度
、
推
進
委
員
会

に
報
告
し
助
言
を
得
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
公
表
し

て
い
き
ま
す
。
実
施
期
間
は
、
お

お
む
ね
平
成
八
年
度
か
ら
十
年
度

ま
で
の
三
年
間
で
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
留
意

し
な
が
ら
、
行
政
の
効
率
性
と
施

策
の
効
果
性
を
十
分
に
吟
味
す
る

と
と
も
に
、
行
政
手
法
に
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
ま
す
。

①
効
率
的
な
財
政
運
営
と
最
重
点

　

施
策
の
推
進

　

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
配
分

と
、
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努
め

ま
す
。
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
建

設
促
進
、
老
人
保
健
福
祉
施
策
、

環
境
保
全
対
策
、
下
水
道
整
備
、

時
代
に
即
応
し
た
産
業
基
盤
の
整

備
、
文
化
振
興
に
特
に
力
点
を
置

き
ま
す
。

②
事
務
の
見
直
し

　

部
制
を
導
入
し
て
、
決
裁
権
限

の
委
譲
、
事
務
処
理
の
効
率
化
・

迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

③
情
報
公
開
の
実
施

　

行
政
の
公
正
さ
と
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
十
年
度
か
ら

情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

行
政
手
続
き
制
度
の
適
正
な
運
用

と
、
手
続
き
の
簡
略
化
な
ど
も
検

討
し
ま
す
。

④
ご
み
収
集
の
民
間
委
託
拡
大

　

現
在
の
ご
み
収
集
業
務
の
民
間

委
託
率
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
、
効

率
化
と
経
費
節
減
を
図
り
ま
す
。

⑤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
の
民
間
委

　

託
化

　

行
政
と
民
間
が
連
携
し
た
事
業

を
推
進
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
事
業
の
民
間
法
人
組
織
委
託
化

を
図
り
ま
す
。
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
や
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
と
の
有
機
的
な
連
携
に
努

め
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑥
各
種
団
体
の
自
主
運
営
促
進

　

各
種
団
体
の
事
務
は
、
自
主
運

営
す
る
よ
う
育
成
指
導
し
ま
す
。

⑦
効
果
の
乏
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

の
廃
止

　

時
代
の
要
請
に
合
わ
な
く
な
っ

た
も
の
や
、
実
効
性
や
投
資
効
果

の
乏
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止

し
ま
す
。

⑧
保
育
料
な
ど
の
口
座
振
替

　

市
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
保
育

料
、
市
営
住
宅
使
用
料
を
口
座
振

替
制
に
し
、
事
務
量
の
削
減
を
図

り
ま
す
。

⑨
補
助
金
な
ど
の
整
理
削
減

　

補
助
交
付
金
は
、
件
数
・
金
額

と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

補
助
金
等
合
理
化
委
員
会
を
設
け

行
政
効
果
や
目
的
の
達
成
度
な
ど

を
尺
度
と
し
て
整
理
削
減
に
努
め

ま
す
。



組
織
…
機
構
の
見
直
し

　

住
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
が
多
種
多

様
化
す
る
一
方
、
地
方
分
権
に
伴

い
新
た
な
行
政
需
要
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
関
連
分
野
の
連
携
を
保
ち

な
が
ら
、
よ
り
き
め
細
か
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
迅
速
化
を
図

り
ま
す
。

①
部
制
導
入
と
課
の
統
廃
合

　

部
制
導
入
に
よ
り
、
政
策
形
成

機
能
・
総
合
調
整
機
能
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

2
各
種
審
議
会
の
整
理
統
合

　

現
在
、
六
十
九
の
各
種
審
議
会

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
委
員
定

数
の
I
〇
ン
削
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
女
性
委
員
の
登
用
を
増
や

し
ま
す
。

③
幼
稚
園
・
保
育
所
の
統
廃
合

　

園
児
数
の
減
少
に
よ
る
行
政
需

要
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
て
、

市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
統
廃
合

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

④
市
民
会
館
を
文
化
会
館
に

　

総
合
的
な
文
化
振
興
を
図
る
た

め
、
現
在
の
市
民
会
館
を
文
化
会

館
に
改
め
、
そ
の
活
動
拠
点
施
設

と
し
ま
す
。

定
員
管
理
と
給
与
の
適
正
化

　

限
ら
れ
た
人
員
と
財
源
の
枠
内

で
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め

ま
す
。
そ
の
た
め
、
事
務
事
業
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
ー
ビ
ル
ド

の
徹
底
と
、
公
共
と
民
間
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
て
「
定
員
適
正

化
計
画
」
を
推
進
し
ま
す
。

①
目
標
定
員
は
3
6
2
人

　

今
後
の
行
政
需
要
の
動
向
や
重

要
課
題
な
ど
を
見
極
め
て
策
定
し

た
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

将
来
予
想
さ
れ
る
地
方
分
権
に
よ

る
人
員
増
は
別
枠
と
し
て
、
平
成

十
二
年
四
月
一
日
の
定
員
を
三
百

六
十
二
人
と
し
ま
す
。

2
定
員
状
況
の
公
表

　

毎
年
、
定
員
管
理
の
状
況
を
広

く
市
民
に
公
表
し
、
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
求
め
ま
す
。

③
人
事
の
弾
力
的
運
用

　

部
制
に
よ
る
部
内
調
整
機
能
を

生
か
し
、
弾
力
的
な
部
内
人
事
の

運
用
を
図
り
ま
す
。

④
給
与
水
準
の
適
正
化

　

国
に
準
じ
た
給
与
制
度
の
適
正

な
運
用
に
努
め
ま
す
。

効
率
的
な
行
政
運
営
と

職
員
の
能
力
開
発

　

職
員
は
行
政
推
進
の
原
動
力
で

す
。
地
方
分
権
時
代
に
対
応
で
き

る
職
員
の
能
力
開
発
と
意
識
改
革

を
進
め
ま
す
。

①
行
政
運
営
の
プ
ロ
セ
ス
改
善

　

少
な
い
職
員
で
大
き
な
効
果
を

上
げ
る
手
法
と
し
て
、
目
標
に
よ

る
管
理
、
提
案
制
度
、
自
主
研
究

活
動
を
促
進
し
ま
す
。

2
職
員
研
修
の
体
系
化

　

派
遣
委
託
研
修
、
人
づ
く
り
研

修
、
階
層
別
研
修
を
拡
充
・
体
系

化
し
、
計
画
的
な
研
修
を
実
施
し

ま
す
。

③
他
の
団
体
と
の
人
事
交
流

　

職
員
の
資
質
と
専
門
的
技
術
の

向
上
を
図
る
た
め
、
県
を
は
じ
め

他
の
公
共
団
体
と
人
事
交
流
を
進

め
ま
す
。

④
専
門
職
員
の
確
保
育
成

　

保
健
福
祉
・
環
境
保
全
・
土

木
・
教
育
な
ど
の
専
門
職
員
の
確

保
に
努
め
る
と
同
時
に
、
い
く
つ

か
の
分
野
に
わ
た
っ
て
知
識
経
験

を
持
つ
複
合
専
門
型
職
員
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

情
報
化
な
ど
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

行
政
事
務
の
O
A
化
計
画
、
地

域
情
報
化
計
画
を
立
て
、
相
互
の

連
携
を
保
ち
な
が
ら
行
政
の
効
率

化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

①
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

　

事
務
の
効
率
化
、
経
費
の
節
減

を
図
る
た
め
、
各
部
署
の
い
ろ
い

ろ
な
資
料
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有

効
利
用
し
ま
す
。

2
個
別
事
務
の
O
A
化

　

個
別
事
務
処
理
を
迅
速
に
行
う

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
積
極
的
に
活

用
し
ま
す
。

③
電
算
委
託
の
自
己
処
理
化

　

住
民
情
報
・
市
税
な
ど
の
電
算

委
託
業
務
を
、
自
己
処
理
に
切
り

替
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン

通
信
な
ど
の
導
人
を
推
進
し
、
国

内
外
の
情
報
収
集
と
発
信
を
行
い

ま
す
。

⑤
総
合
市
民
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

　

の
導
入

　

高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
に
対

応
し
て
、
I
D
カ
ー
ド
を
使
っ
た

総
合
市
民
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
の

導
人
準
備
を
進
め
ま
す
。

公
共
施
設
の
管
理
運
営

　

公
共
施
設
の
効
果
的
な
管
理
運

営
を
行
う
た
め
、
管
理
公
社
を
設

立
す
る
と
と
も
に
、
受
益
者
負
担

の
原
則
に
よ
り
使
用
料
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

①
公
共
施
設
管
理
公
社
の
設
立

　

公
共
施
設
の
効
果
的
・
効
率
的

な
管
理
運
営
を
行
う
た
め
、
平
成

九
年
度
に
公
共
施
設
管
理
公
社
を

設
け
て
管
理
を
委
託
し
ま
す
。

2
使
用
料
の
見
直
し

　

開
館
日
や
開
館
時
間
、
使
用
申

請
手
続
き
な
ど
を
見
直
し
、
利
用

者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
ま
す
。
使
用
料
に
つ
い
て
は
受

益
者
負
担
の
原
則
を
基
本
と
し
、

施
設
間
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
見

直
し
を
し
ま
す
。

今後、時代にマッチしたインターネットなども
積極的に導入していきます



平成7年12月末現在の

市（の居綴匯ht

　

市
の
家
計
簿
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
私
た

ち
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
つ
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
七
年
十
二
月
末
現
在
の
財
政
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
家
計
簿
と
同
様
に
、
市
の
台
所

事
情
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

　

普
通
一
般
の
歳
人
・
歳
出
を
経
理
す
る
会

計
で
、
土
木
費
、
教
育
費
、
民
生
費
な
ど
市

の
基
本
的
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳入

予
算
現
額
1
4
7
億
9
、
9
8
7
万
円

収
入
済
額
9
4
億
5
4
2
万
円

収
入
率
6
3
・
6
％

歳出

予
算
現
額
1
4
7
億
9
、
9
8
7
万
円

支
出
済
額
8
6
億
7
、
8
2
7
万
円

支
出
率
5
8
・
6
％

主な建設事業
・
道
路
改
良
…
舗
装
事
業
…
…
…
…
7
億
8
1
4
万
円

・
河
川
改
良
事
業
…
…
…
…
…
…
…
3
億
2
、
1
9
9
万
円

・
農
業
構
造
改
善
事
業
…
…
…
…
…
2
億
4
、
4
7
0
万
円

・
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
…
…
…
2
億
1
、
6
9
0
万
円

・
青
島
工
業
団
地
造
成
事
業
…
…
…
1
億
7
、
7
6
3
万
円

・
開
成
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
…
…
1
億
1
、
6
8
1
万
円



特
別
会
計

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
一
般

会
計
と
区
分
し
て
経
理
し
、
そ
の
特
殊
性
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国民健康

保険事業

老人保健

事業

簡易水道

事業

農業集落

排水事業

企
業
会
計

水道事業

市税の収入状況

12月定例

市議会

一
般
会
計
に
約
六
億
五
千
万
円
追
加

　
　
　

総
額
は
百
四
十
二
億
円
余
に

　

第
二
百
八
十
二
回
定
例
市
議
会

は
、
昨
年
の
十
二
月
六
日
か
ら
十

九
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
補
正
予
算
案
・
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
な

ど
十
二
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
六
億
五
千
二
百
九
上

　

一
万
九
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
対
前
年
度
比
五
・
六
レ
増

の
百
四
十
二
億
五
千
三
百
六
十
六

万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
で
は
西
川
長
一
氏
の

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
に
幅

口
登
氏
（
6
7
歳
・
上
打
波
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満

了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
に
多
田

正
則
氏
（
6
3
歳
…
伏
石
）
が
再
推

あ
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

一
般
会
計
の
歳
出
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費

◆
庁
舎
増
築
設
計
委
託
料
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
四
百
万
円

民
生
費

◆
老
人
保
護
措
置
費
…
…
…
…
…

　

…
…
…
一
千
九
百
五
上
一
万
円

◆
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
一
一
一
百
五
十
万
円

◆
民
間
保
育
所
措
置
費
…
…
…
…

　

…
…
…
一
千
五
百
四
十
九
万
円

農
林
水
産
業
費

◆
農
村
女
性
活
性
化
推
進
事
業
補

　

助
…
…
…
…
四
百
九
十
九
万
円

◆
県
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
・
：

　

…
…
…
…
九
千
六
百
六
上
万
円

◆
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
…
…

　

…
…
…
五
千
二
百
七
十
一
万
円

商
工
費

◆
魅
力
あ
る
夜
間
景
観
創
出
モ
デ

　

ル
事
業
…
…
…
…
…
…
百
万
円

土
木
費

◆
除
雪
経
費
…
…
一
一
一
千
五
百
万
円

◆
道
路
整
備
県
営
事
業
負
担
金
…

　

…
…
…
八
千
七
百
五
十
六
万
円
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所得税

申告を忘れずに

期限は3月15日

　

今
年
も
、
市
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
申
告
の
受
付
は
、
市
県
民
税
が
二
月
二
十
九
日

（
木
）
、
所
得
税
は
I
－
月
十
六
日
（
金
）
に
始
ま
り
、
い
ず
れ
も
三

月
十
五
日
（
金
）
で
終
了
し
ま
す
。
申
告
に
必
要
な
書
類
や
証
明

書
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
、
二
月
中
旬
ご
ろ

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま

す
。
そ
の
と
き
、
行
政
区
ご
と
の

詳
し
い
申
告
日
時
や
会
場
な
ど
も

併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
混
雑

を
避
け
る
た
め
に
も
、
で
き
る
だ

け
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
用
紙
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
市
役
所
税
務
課

市
民
税
係
（
雲
6
6
・
1
1
1
1
内

線
4
2
3
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
八
年
一
月
一
日
現
在
、
大

野
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

ま
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
や

給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得

が
な
い
人
は
除
き
ま
す
。

一
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
・
家

賃
●
配
当
・
退
職
金
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人
退
職
金
は
、
勤
務

先
で
分
離
課
税
さ
れ
た
人
を
除
き

ま
す
。

忘
れ
が
ち
な
所
得

◆
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

◆
保
険
の
勧
誘
や
物
品
売
買
な
ど

の
外
交
員
報
酬

◆
年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

・
所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
や

書
類
。
例
え
ば
売
上
帳
・
仕
入

帳
・
源
泉
徴
収
票
・
請
求
書
・
領

収
書
な
ど

●
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金

保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま

た
は
支
払
証
明
書
な
ど

●
印
鑑
と
家
族
の
生
年
月
日
が
分

か
る
健
康
保
険
証
な
ど

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
か
ら
大
野
税
務
署
な
ど
で

受
け
付
け
ま
す
。
期
限
間
近
に
な

る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

■
平
成
七
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
な
ど
の
所
得
の
合
計
額

が
所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合

計
額
を
超
え
る
人

I
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
年

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
②
二

ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
人
③
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人

■
給
与
所
得
者
で
①
住
宅
を
ロ
ー

ン
な
ど
で
購
入
し
た
人
②
災
害
や

盗
難
に
あ
っ
た
人
③
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
人
な
ど

納
税
相
談

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
納
税

相
談
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
で
す
。

農
業
所
得

　

J
A
大
野
市
本
所
＝
2
月
1
6
・

　

1
9
・
2
0
・
2
1
・
2
2
日

　

J
A
上
庄
＝
2
月
2
6
．
2
7
・
2
8
日

営
業
所
得
大
野
税
務
署
＝
2
月

　

1
6
日
～
3
月
1
5
日

問
合
せ
先
大
野
税
務
署
（
公
6
6

・
2
1
8
0
）
ま
で

市・県民税の申告日程表

月日 曜日 場所 月日 曜日 場所

2．29

3．1

木

金
市役所

3．8 金 JA大野市富田

3．11　

12

月

火
上庄公民館

3．4　

　5

月

火
下庄公民館

3．13 水
蕨生集落センター

木本集落センター
3．6 水

庄林生活改善センター

南六呂師集落センター
3．14 木

阪谷公民館

JA大野市阪谷
3．7 木

乾側公民館

小山公民館 3．15 金 五箇ふるさと自然の家

3．8 金 富田公民館 3．15 金 市役所

・時間はいずれも午前9時～午後3時30分です。

　

ただし、6日と13日、15日の五箇ふるさと自然

　

の家は午前11時半まで。

・地区ごとの日程明細は、後日、申告書配布の際

　

にお知らせします。



エキサイティング

情報

第39回市民総合体育大会冬季大会

2月4日（日）に開催

会場は六呂師高原スキー場

　

第
3
9
回
市
民
総
合
体
育
大
会
冬

苧
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
次
の
と

石
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
区
代
表

逗
手
に
温
か
い
ご
声
援
を
お
送
り

べ
だ
さ
い
。

日
時
2
月
4
日
⑧
＝
午
前
9
時

　

開
会
式

芸
場
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

一
繋
技
種
目
▼
第
1
部
（
一
般
・

　

地
区
対
抗
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

　

ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　

ー
・
リ
レ
ー
▼
第
2
部
（
中
学

　

校
・
学
校
対
抗
）
シ
ャ
イ
ア
ン

　

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
・
リ
レ
ー
▼
第
3
部

　

（
学
童
・
個
人
競
技
）
ス
ラ
ロ

　

ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

参
加
資
格
●
平
成
8
年
1
月
1

　

日
以
降
市
内
の
各
地
区
体
育
協

　

会
管
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ

　

し
、
全
日
制
・
定
時
制
高
校
3

　

年
生
以
下
は
除
く
●
中
学
校
は

　

大
野
市
中
学
校
体
育
連
盟
規
定

　

に
よ
る
●
第
3
部
は
市
内
小
学

　

校
に
在
籍
す
る
児
童
と
し
、
保

　

護
者
の
同
意
を
得
て
責
任
者
同

　

伴
で
参
加
す
る
こ
と

出
場
規
定
▼
1
人
1
種
目
と
し

　

I
種
目
の
出
場
人
数
は
制
限
し

　

な
い
。
た
だ
し
、
リ
レ
ー
競
技

　

は
大
会
運
営
に
支
障
の
な
い
限

　

り
、
人
数
制
限
内
で
兼
ね
る
こ

　

と
が
で
き
る
▼
リ
レ
ー
競
技
は

　

種
別
・
組
ま
た
は
学
年
ご
と
に

　

走
者
数
に
各
2
人
（
4
0
歳
以
上

　

は
4
人
）
を
加
え
て
申
し
込
み

　

が
で
き
る
▼
第
2
部
の
リ
レ
ー

　

に
つ
い
て
は
下
位
学
年
の
も
の

　

が
上
位
学
年
に
出
場
で
き
る

実
施
決
定
2
月
2
日
毎
正
午
現

　

在
の
状
況
に
よ
り
決
定

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
体
育

　

課
「
第
3
9
回
市
民
総
合
体
育
大

　

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
」

　

事
務
局
（
a
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
5
3
1
）
ま
で

市
ス
ー
パ
ー
ド
ッ
ジ
大
会

日
時
3
月
1
0
日
⑨
午
前
8
時
3
0

　

分
～

会
場
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
大
野
市
・
郡
内
の
小

　

学
生
（
3
年
生
以
上
）

チ
ー
ム
編
成
各
チ
ー
ム
監
督
1

　

人
（
成
人
）
、
選
手
7
人
、
補

　

欠
選
手
5
人
以
内

　

※
監
督
は
2
チ
ー
ム
以
上
の
掛

　

け
持
ち
は
で
き
な
い

競
技
方
法
レ
ベ
ル
別
リ
ー
グ
・

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
▼
A
＝
5
・

　

6
年
男
子
の
部
▼
B
＝
3
・
4

　

年
男
子
の
部
▼
C
＝
全
学
年
混

　

成
の
部

　

※
女
子
だ
け
の
チ
ー
ム
は
、
男

　

女
混
成
リ
ー
グ
に
所
属
。
男
女

　

混
成
リ
ー
グ
に
、
5
・
6
年
生

　

男
子
は
出
場
で
き
な
い

申
込
方
法
所
定
の
申
込
用
紙
お

　

よ
び
保
護
者
の
承
諾
書
、
保
険

　

料
（
I
人
に
つ
き
1
0
円
）
を
添

　

え
、
2
月
2
5
日
吻
ま
で
に
市
教

　

育
委
員
会
体
育
課
ま
で

⑤大野公民館

ど力なであ室こ室にはI法階とにし館舎の会り日り｀階・な約ト新上段も建旧まとを城

設社ま当ま三に料り千造公でもに設公しし改町備のしたす階は理まこり民もな老゜民たて装の

を協たり゜に大教し百三館危く朽現館゜｀し旧充力゜が各は中室た平階は険消化在は昨｀大

実で料よ部四小．゜方建｀な防しで｀年新野し電理く屋つの応一ロて鉄状法｀は昭十し高

ま磁教大との和接階と｀筋態やさ建和こい校し調室変も会室室に二延コで建ら物四月大定

た理は明南議となは倍ベンし築に｀十に野時゜器｀る向室会ど事近面クた基非設一移公制

　

な電くきが議｀務く積り゜準常備年転民校

駐公利車民用こ

場館者れとでにま

大は大でき北変は

な側不駐自に便車

転三で場車十しが

小台た狭屋分゜く

をの新｀

電場休利て以ザ歌動加青ト青りりけが光備話所S祝一館後用｀地上I｀サな少フ少ま公まら駐バえ

　　

1日・日10時お域がク俳lど年ラ年す民しれ車スて豊城月｀第時間気のあラ句クさのワ｀゜館た｀で十い

66町3年三毎軽生りフ｀ルま地Iパ高に゜大きこま・2日末日週午に涯ま卜水とざ域｀ツ齢は変る台す

21一年曜水前活学すを墨しまボ婦チ者各利市｀゜8

15始日曜8用習゜は画てでラ人ワ｀種用営乗南2＿と日時くのじ｀はすン体I婦のし駐用側

812そ｀30だ拠め生書゜テカク人講や車車に

　　　

月9毎分さ点三花道自イづヽ｀座す場六は

　　　

29月lj月Sいと十゛主アくア家がくも十｀

　　　

日日、第午・し種レ短活参り1庭あな設台観



スキーシーズンに多発！

防水スプレーによる中毒

　　　

－吸い込むと危険－

　

雨
や
雪
を
は
じ
い
て
衣
類
な
ど
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
す

る
防
水
ス
プ
レ
ー
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
真
つ
た
だ
中
、
使

う
機
会
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
最
近
、

こ
の
防
水
ス
プ
レ
ー
が
原
因
の
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
必
ず
屋
外
で
正
し
く
使
用
し
て
事
故
を
防
止
し
ま
し

ょ
I
つ
。

恐
ろ
し
い
中
毒
症
状

　
　

「
窓
を
開
け
た
室
内
で
ス
キ
ー

ウ
ェ
ア
に
吹
き
付
け
て
い
た
と
こ

ろ
呼
吸
困
難
に
な
っ
た
」
「
ベ
ラ

ン
ダ
で
コ
ー
ト
に
使
用
し
た
ら
、

ス
プ
レ
ー
の
成
分
が
窓
か
ら
室
内

に
侵
入
し
て
、
就
寝
中
吐
き
気
が

し
、
呼
吸
困
難
に
な
っ
て
気
を
失

っ
た
」
な
ど
事
故
が
急
増
し
、
死

亡
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

中
毒
症
状
の
原
因
は
、
噴
射
の

と
き
に
呼
吸
に
よ
っ
て
吸
い
込
ま

れ
た
発
水
剤
や
有
機
溶
剤
が
肺
の

深
部
に
送
り
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

噴
射
さ
れ
た
粒
子
が
細
か
い
も
の

や
衣
類
に
付
着
し
に
く
い
も
の
な

ど
は
空
気
中
に
飛
散
し
や
す
く
吸

い
込
む
率
も
高
く
な
り
ま
す
。
ス

キ
ー
ウ
ェ
ア
や
コ
ー
ト
な
ど
を
処

理
す
る
場
合
、
防
水
ス
プ
レ
ー
一

缶
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ス
プ
レ

ー
缶
を
顔
か
ら
離
し
て
も
、
吸
い

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
難
し

い
こ
と
で
す
。

　

防
水
ス
プ
レ
ー
だ
け
で
は
、
防

水
加
工
ほ
ど
の
効
果
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
本
来
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
に

は
、
発
水
性
が
あ
る

の
で
、
防
水
ス
プ
レ

ー
に
よ
り
汗
を
逃
が

す
透
湿
性
が
損
な
わ

れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
防
水
ス
プ
レ
ー

は
手
袋
な
ど
小
物
や

部
分
的
に
使
用
し
、

大
き
な
衣
類
な
ど
は

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に

依
頼
し
ま
し
よ
う
。

使
用
は
必
ず
屋
外
で

　

ス
プ
レ
ー
さ
れ
た
ガ
ス
は
空
気

よ
り
重
い
の
で
、
腰
の
高
さ
以
上

の
窓
や
天
井
近
く
の
換
気
扇
で
は

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
に
お
い
の

無
い
場
合
、
ガ
ス
が
充
満
し
て
い

て
も
気
が
付
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
使
用
は
屋
外
が
基
本
で
す
。

や
む
を
得
ず
室
内
で
使
用
す
る
場

合
に
は
、
床
面
付
近
の
空
気
を
入

れ
換
え
ま
し
ょ
う
。
ペ
ッ
ト
や
子

供
、
寝
て
い
る
人
が
い
る
家
庭
で

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

厚
生
省
は
ス
プ
レ
ー
粒
子
が
小

さ
く
中
毒
症
状
を
起
こ
す
危
険
性

が
あ
る
製
品
で
、
す
で
に
生
産
。

販
売
が
中
止
さ
れ
て
い
て
家
庭
に

残
っ
て
い
る
可
能
性
の
強
い
銘
柄

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
の
報
告
を
受
け
て
防
水

ス
プ
レ
ー
協
会
で
は
、

・
中
毒
が
多
い
製
品
に
含
ま
れ
て

　

い
た
フ
ッ
素
樹
脂
は
使
わ
な
い

・
付
着
率
が
六
十
言
以
上
に
な
る

　

よ
う
に
粒
子
を
大
き
く
す
る

・
「
吸
い
込
む
と
有
害
」
と
明
記

　

す
る
な
ど
、
業
界
自
主
暫
定
指

　

針
を
作
成

　

こ
の
よ
う
に
事
故
の
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
P
L
法
の
施
行
を

機
に
製
品
の

目
立
つ
と
こ

ろ
に
「
危
険
」

の
文
字
を
入

れ
注
意
説
明

に
ス
ペ
ー
ス

を
割
い
て
い

る
製
品
も
で

て
い
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー

は
屋
外
で
風
下
に
向
か
っ
て
使
い
、

活
性
炭
入
り
の
マ
ス
ク
を
す
る
と

さ
ら
に
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

も
体
に
異
常
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に

使
用
を
中
止
し
、
速
や
か
に
医
師

の
手
当
て
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

吸
い
込
む
と
　
　
危
険

茜寡謳
屋
内

で

使
用

し
ない

顔
の

近
くで

ス
プ
レ－

し
な
い

一
度

に
大量

に
使
用し

な
い

厚生省が発表した事故の

　　

発生頻度が高かった商品

商品名 発売元

アクアガード

ウエットガード

ボースイ

パーサーライン

いいウェアを持ってい

る人の防水スプレー

防水スプレーウォ

ータープルーフ

ミズノ㈱

ニチバン㈱

ソニーケミカル㈱

ジヤパーナ㈱　

（白キャップ）

㈱コージツ

㈱カーメイト　

（青キャップ）

（現在は販売していない）



■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
．
1
1
1
士

今月のスナップ

楽しいかまくら遊び

ぐるーぷ登場 開成中学校科学クラブ

イ
ト
ヨ
の
生
態
を
研
究
中

　

開
成
中
学
校
科
学
ク
ラ
ブ
で
は
、

昨
年
の
十
二
月
か
ら
イ
ト
ヨ
の
飼

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
玄
関
正
面
に
置
か
れ
た
縦

四
十
五
穆
、
横
九
十
穆
、
奥
行
き

四
十
五
紆
で
百
五
十
四
の
水
槽
に

二
十
匹
の
イ
ト
ヨ
を
飼
育
中
で
す
。

水
槽
の
底
に
は
、
小
石
が
敷
か
れ
、

水
草
や
小
枝
も
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
は
ろ
過
装
置
で
い
つ
も
き

れ
い
に
さ
れ
、
水
温
は
冷
却
機
で

十
五
度
以
下
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

科
学
ク
ラ
ブ
は
生
物
ば
か
り
で

な
く
、
電
気
の
実
験
や
写
真
の
現

像
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
も
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
視
野
を
広
め
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
、
昨
年
の
夏
に

市
内
に
住
ん
で
い
る
魚
類
の
調
査

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
本

願
清
水
イ
ト
ヨ
生
息
地
」
が
身
近

な
校
区
に
あ
る
た
め
研
究
を
深
め

た
い
と
考
え
た
こ
と
が
、
飼
育
を

始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
ナ
マ
ズ
や
ア
ブ

ラ
ハ
ヤ
な
ど
を
飼
育
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
イ
ト
ヨ
は
初
め
て

の
経
験
で
す
。
生
態
や
飼
育
方
法

に
つ
い
て
先
生
か
ら
指
導

を
受
け
た
り
、
本
を
読
ん

で
調
べ
た
り
し
ま
し
た
。

　

毎
日
の
観
察
で
は
、
水

温
や
水
の
汚
れ
、
イ
ト
ヨ

の
数
や
動
き
に
つ
い
て
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
学

校
は
上
水
道
の
た
め
飼
育

に
必
要
な
地
下
水
が
あ
り

ま
せ
ん
。
毎
週
一
回
、
近

く
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
で
何

度
も
水
運
び
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
大
変
で

す
。
そ
れ
で
も
、
今
ま
で

水
面
の
上
か
ら
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
イ

ト
ヨ
の
水
中
で
の
活
動
が

観
察
で
き
る
よ
う
に
な
り
関
心
も

一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
朝
夕
の
え

さ
や
り
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

部
員
た
ち
は
「
意
外
と
普
通
の

魚
な
ん
て
す
ね
。
春
に
な
っ
て
巣

づ
く
り
を
し
て
、
産
卵
、
ふ
化
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
、
い
き

い
き
で
す
。

ス
キ
ー
大
会
を
終
え

　

「
成
人
の
つ
ど
い
」
へ

　

宮
内
さ
ん
は
、
成
人
の
日
を
直

前
に
控
え
た
。
川
ト
ミ
ー
ト
四

日
、
和
泉
村
で
開
か
れ
た
県
ク
ラ

ブ
対
抗
ス
キ
ー
大
会
に
出
場
し
、

回
転
―
位
、
人
回
転
三
位
と
好
成

績
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、
京
都
で
大
学
に
通
っ
て

い
ま
す
が
、
巾
内
の
り
ん
ど
う
ス

キ
ー
ク
ー
フ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
。

般
の
大
会
に
は
今
回
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。
ス
キ
ー
で
は
、
。
足

先
に
大
人
の
仲
間
人
り
で
す
。

　

ス
キ
ー
を
始
め
た
の
は
小
学
生

の
こ
ろ
で
す
。
家
族
全
員
が
ス
キ

ー
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
、
自
分

で
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
熱

中
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

競
技
ス
キ
ー
も
小
学
生
の
と
き

に
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
全

国
中
学
生
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
す
る
な
ど
好
成
績
を
残
し

て
い
ま
す
。
難
し
い
コ
ー
ス
を
滑

り
終
え
た
と
き
の
満
足
感
が
た
ま

ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

ス
キ
ー
以
外
に
も
、
テ
ニ
ス
や

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
み
、
吠
‥
道

に
も
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　

「
大
人
に
な
る
け
じ
め
の
日
を

前
に
し
て
。
般
の
大
会
に
参
加
で

き
て
、
大
変
楽
し
く
、
よ
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
で
の

夢
は
、
高
校
乍
の
弟
と
。
緒
に
国

体
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
」
と
さ

わ
や
か
な
笑
顔
で
し
た
。

宮内直美さん

　　

（20歳・幸町）



勅備回底塵

二十歳の門出を祝い「新成人のつどい」

　

1月15日、「新成人のつどい」が市民会館で開かれました。今年市内で大人

の仲間入りをしたのは512人。あいにくの小雨模様にもかかわらず、会場は

晴れ着やスーツで着飾った新成人であふれ、友人だちとの久しぶりの再会を楽

しんでいました。アトラクションの祥雲太鼓とB－styleの共演に引き続

き、式典では代表30人がステージに上がり、大野のことについて質問を受けた

り、自分たちの夢について話したりしました。最後に参加者全員で市民憲章を

唱和して、大人としての決意を新たにしました。

「シュプール号」第1便

越前大野駅で大歓迎

　

今シーズン初めて運行された京阪神

からのスキー専用列車「シュプール号」

の第1便が、1月13日早朝、越前大野

駅に到着しました。阪神大震災で被災

した招待家族100人を含む約200

人が乗車。駅前での歓迎セレモニーで

ソバやのっぺい汁が振る舞われた後、

スキーヤーたちは、バスで奥越の各ス

キー場へ向かいました。

郷土のことを知ろう

大野市史「用留編」発刊

　

このほど大野市史第9巻「用留編」

が発刊されました。大野町年寄や大庄

屋の御用留、個人の書留などから貴重

な史料を抜粋し、年代順に収載してい

ます。文書は、当時の庶民生活をよく

表しています。発刊部数は700部、1部

8，000円（市外8，500円）で頒布してい

ます。市史編さん室（066・1111

内線544）まで申し込んでください。



お
知
ら
せ

2月

●
大
野
都
市
計
画

　
　

用
途
地
域
の
決
定

　

平
成
4
年
の
都
市
計
画
法
と
建

築
基
準
法
の
改
正
で
、
新
用
途
地

域
制
度
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
8
年
3
月
1
日
か
ら
、
当

市
で
も
従
来
定
め
ら
れ
て
い
た
用

途
地
域
か
ら
新
し
い
用
途
地
域
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
紙
折
り

込
み
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
都
市
計
画
課

　

計
画
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
3
5
1
）
ま
で

●
平
成
8
年
度
消
費
に

　

関
す
る
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

市
で
は
消
費
生
活
に
関
す
る
各

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
い
ず
れ
も
県
内
在
住
の
2
0

歳
以
上
の
人
で
、
任
期
は
平
成
8

年
4
月
か
ら
平
成
9
年
3
月
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
】

　

内
容
消
費
生
活
に
関
す
る
ア

　
　

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
意
見
要
望

　
　

の
提
出
、
研
修
・
懇
談
会
へ

　
　

の
参
加

　

募
集
人
数
6
人
（
う
ち
3
人

　
　

は
民
間
調
査
員
と
兼
任
に
な

　
　

り
ま
す
）

　

謝
礼
年
額
3
0
0
0
円
程
度

「
民
間
調
査
員
」

　

内
容
生
活
関
連
物
資
価
格
調

　
　

査

　

募
集
人
数
3
人

　

謝
礼
年
額
1
万
8
0
0
0
円

　
　

程
度

「
経
済
企
画
庁
物
価
モ
ニ
タ
ー
」

　

内
容
物
価
に
関
す
る
ア
ン
ケ

　
　

ー
ト
調
査
、
研
修
・
懇
談
会

　
　

へ
の
参
加

　

募
集
人
数
5
人

　

謝
礼
年
間
1
万
2
0
0
0
円

　
　

程
度

　

申
込
期
限
い
ず
れ
も
2
月
1
6

　
　

日
面

　

申
込
．
問
合
せ
先
市
役
所
生

　
　

活
環
境
課
生
活
環
境
係
（
豊

　
　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
C
O

　
　

2
）
ま
で

・
赤
十
字
の
「
家
庭
で
の

　
　

看
護
方
法
」
講
習
会

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
家
庭
で

だ
れ
に
で
も
で
き
る
看
護
の
方
法

に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
2
月
］
6
口
只
き
・
7
口
］
⑥
・

　

1
3
日
吉
・
1
4
日
⑥
午
前
1
0
時

　

か
ら
午
後
4
時
ま
で

会
場
市
役
所
大
会
議
室

対
象
4
日
間
通
し
て
参
加
で
き

　

る
人
（
性
別
・
年
齢
は
不
問
）

講
師
日
本
赤
十
字
社
福
井
県
支

　

部
高
村
美
智
子
さ
ん

受
講
料
3
5
0
円
（
テ
キ
ス
ト

　

代
）

定
員
先
着
3
0
人

申
込
期
限
2
月
5
日
⑧

申
込
・
問
合
せ
先
市
福
祉
事
務

　

所
保
護
係
（
a
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
2
）
ま
で

・
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

大
野
税
務
署
で
は
、
平
成
7
年

分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
2
月

1
6
日
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。
こ
の
際
、
平
成
7
年
1

月
か
ら
平
成
7
年
り
一
月
ま
で
に
支

払
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
「
社

会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

申
告
に
当
た
っ
て
は
、
自
分
の

年
金
保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
、
生
計

を
同
じ
に
す
る
家
族
の
た
め
に
納

め
た
分
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
7
年
中
に
納
め
た

過
年
度
の
年
金
保
険
料
も
申
告
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
。

　

平
成
7
年
中
の
月
額
国
民
年
金

保
険
料
は
1
月
か
ら
3
月
ま
で
が

定
額
1
万
1
1
0
0
円
（
付
加
加

入
は
1
万
1
5
0
0
円
）
、
4
月

か
ら
1
2
月
ま
で
は
、
定
額
1
万
1

7
0
0
円
（
付
加
加
入
は
1
万
2

1
0
0
円
）
で
す
。
前
納
し
た
場

合
は
定
額
で
1
3
万
7
0
1
0
円

（
付
加
加
入
は
1
4
万
1
6
9
0
円
）

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
市
民
課
年
金

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
5
5
）
ま
で

・
流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を

　

守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

除
雪
や
屋
根
雪
下
ろ
し
が
一
斉

に
始
ま
る
と
、
市
内
の
中
小
河
川

や
流
雪
溝
は
雪
で
埋
ま
っ
て
し
ま

い
、
床
上
、
床
下
浸
水
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
機
械
で
一
度
に
投
雪
し
な
い

▼
流
れ
の
な
い
水
路
に
は
投
雪
し

　

な
い

▼
投
雪
口
に
は
目
印
を
す
る

交通
安全

剱
r

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の

　

点
灯
方
法
に
ご
注
意

　

ベ
テ
ラ
ン
の
運
転
手
か
ら
ビ

ギ
ナ
ー
に
受
け
継
が
れ
る
マ
ナ

ー
の
中
に
は
、
車
の
性
能
の
進

歩
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

の
使
い
方
で
す
。
以
前
は
信
号

待
ち
の
た
び
に
消
し
て
い
ま
し

た
。
ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
で
は

発
電
気
が
十
分
に
働
か
ず
、
バ

ッ
テ
リ
ー
あ
が
り
を
防
ぐ
た
め

で
し
た
。
で
も
、
最
近
の
車
は

そ
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
対
向
車
に
ま
ぶ
し
く
な
い

よ
う
に
と
の
配
慮
で
し
た
。
し

か
し
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
消
す

こ
と
に
よ
っ
て
危
険
が
増
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

①
見
通
し
が
悪
く
暗
い
交
差
点

　

で
の
信
号
待
ち
や
右
折
の
た

　

め
直
進
車
が
通
過
す
る
の
を

　

待
つ
場
合
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

　

を
消
す
と
対
向
車
や
右
折
車

　

か
ら
自
分
の
存
在
を
確
認
し

　

に
く
い
。

②
消
し
た
ま
ま
付
け
忘
れ
て
発

　

進
す
る
と
、
前
方
を
見
ず
に

　

発
進
す
る
の
と
同
じ
で
、
歩

　

行
者
な
ど
の
発
見
が
遅
れ

　

る
。

　

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
走
る
先
を

照
ら
す
の
と
同
時
に
自
分
の
存

在
を
認
識
さ
せ
る
重
要
な
役
目

も
持
っ
て
い
ま
す
。



●INFORMATION

●
け
ん
銃
の
な
い

　
　

「
安
全
な
福
井
」
を

　

最
近
、
け
ん
銃
を
使
っ
た
凶
悪

な
事
件
が
連
日
の
よ
う
に
新
聞
、

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
題
な
の
は
、
こ
れ
ま
で
暴
力
団

社
会
内
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
け

ん
銃
の
発
砲
が
、
市
民
生
活
や
企

業
活
動
な
ど
に
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
県
警
で
は

け
ん
銃
の
摘
発
を
重
点
課
題
と
し
、

「
銃
器
取
締
り
総
合
対
策
本
部
」
を

設
置
す
る
な
ど
、
強
力
な
取
り
締

ま
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
け
ん
銃
の
不

法
所
持
や
密
輸
、
密
造
な
ど
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄
り
の
警

察
署
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

県
警
本
部
け
ん
銃
相
談
電
話
豊

　

0
7
7
6
・
2
4
・
4
1
9
4

　

（
ツ
ー
ポ
ー
で
ヨ
イ
ク
ラ
シ
）

●
「
中
毒
一
一
〇
番
」
電
話

最
近
、
サ
リ
ン
事
件
や
毒
グ
モ

事
件
な
ど
中
毒
に
関
す
る
事
故
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は

「
中
毒
一
一
〇
番
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

毒
グ
モ
や
毒
ヘ
ビ
、
キ
ノ
コ
毒
、

た
ば
こ
、
家
庭
用
品
な
ど
の
誤
飲

に
よ
っ
て
急
性
中
毒
事
故
が
起
き

た
場
合
に
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
専
門
の
薬
剤
師
な
ど

が
お
答
え
し
ま
す
。

電
話
番
号
豊
0
9
9
0
・
5
0
・

　

2
4
9
9
（
ダ
イ
ヤ
ル
Q
2
、

年
中
無
休
2
4
時
間
対
応
）

（
3
o
o
g
a
s
o
o
・
5
2
・
C
T
＞
C
j
i
C
T
3
C
T
i

（
9
～
1
7
時
対
応
、
1
2
月
3
1
日

～
1
月
3
日
除
く
）

●
冬
季
間
の
ご
み
集
積
所

　

住
み
よ
い
生
活
環
境
と
街
づ
く

り
の
た
め
、
ご
み
排
出
に
つ
い
て

次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
「
ご
み
」
の
収
集
作
業
が
し
や

　

す
い
よ
う
に
、
集
積
所
周
辺
と

　

扉
前
の
「
除
雪
」
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

②
集
積
所
へ
の
前
日
排
出
が
相
当

　

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
「
ご
み
」
は

　

必
ず
指
定
日
の
朝
8
時
ま
で
に

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
集
積
所
は
「
ご
み
」
捨
て
場
で

　

は
な
く
、
私
た
ち
の
台
所
の
一

　

部
で
す
。
よ
り
よ
い
生
活
環
境

　

づ
く
り
の
た
め
良
識
あ
る
「
排

　

出
マ
ナ
ー
」
を
守
り
ま
し
よ
う
。

④
「
粗
大
ご
み
」
は
、
業
者
に
引

　

き
取
っ
て
も
ら
う
か
、
直
接
、

　

清
掃
事
務
所
へ
持
ち
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
市
清
掃
事
務
所
（
豊

　

6
5
・
6
1
2
0
）
ま
で

●
選
挙
に
関
す
る
訴
訟

　

選
挙
は
、
私
た
ち
の
代
表
を
自

分
た
ち
で
選
ぶ
た
め
の
重
要
な
制

度
で
す
。
正
し
い
ル
ー
ル
で
公
正

に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
職
選
挙
法
と
い
う
法
律
は
、

選
挙
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
決
め
て
い

ま
す
。
ル
ー
ル
に
違
反
す
る
選
挙

が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

選
挙
の
結
果
を
正
す
た
め
の
制
度

と
し
て
選
挙
に
関
す
る
行
政
訴
訟

が
あ
り
ま
す
。

　

正
し
い
民
主
政
治
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
平
成
6
年
に
は
公
職
選
挙
法

の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
選
挙
制

度
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先
福
井
地
方
裁
判
所
総

　

務
課
（
a
0
7
7
6
・
2
2
・
5

　

0
0
0
）
ま
で

●
ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便

　

申
込
受
付
中

　

市
で
は
、
市
外
に
住
む
大
野
出

身
者
を
対
象
に
「
広
報
お
お
の
」

や
商
工
会
議
所
、
農
協
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
が
発
行
す
る
広

報
紙
を
毎
月
無
料
で
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
「
ふ
る
さ

と
情
報
定
期
便
」
と
し
て
、
大
野

市
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
一

方
、
大
野
市
へ
の
提
言
も
お
願
い

す
る
た
め
、
年
に
一
度
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
簡
単
に
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
先
市
役
所
秘
書
広
報
課
広

　

報
広
聴
係
（
〒
9
1
2
大
野
市

　

天
神
町
1
－
I
豊
0
7
7
9

　
　

・
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
4

　

1
）
ま
で

年賀はがきデザインコンクール

入賞作品決定

　

大野公民館が募集していた第39

回年賀はがきデザインコンクール

の審査が1月19日に行われ、入賞

作品が決まりました。

　

今年は344人の方から応募が

あり、作品総数は509点になり

ました。入賞作品は55点です。

　

各部門の最優秀賞に選ばれたの

は次の方々の作品です。

★小学校低学年の部

　

大清水愛さん（有終南小3年）

★小学校高学年の部

　

斉藤舞さん（小山小6年）

★中学生の部

　

羽生夕子さん（開成中2年）

★一般の部

　

佐倉昌幸さん（中挾町3丁目）

　

入賞作品は、2月1・2日リブ

レ、2月6日から15日まで大野郵

便局で展示しますので、ぜひご覧

ください。

小学校低学年の部

大清水愛さんの作品

一般の部

佐倉昌幸さんの作品
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ヒ
ョ
ウ
タ
ン
で
作
っ
た
親
子
の
竜

櫛
田
正
一
郎
さ
ん
（
水
落
町
）

　

二
頭
の
親
子
の
竜
が
、
と
っ
く
り
と
杯
、

金
の
玉
を
持
っ
て
並
ん
で
い
ま
す
。
水
落
町

の
櫛
田
正
一
郎
さ
ん
（
6
7
歳
）
の
宝
は
、
自

作
の
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
置
物
で
す
。
大
き
さ
は
、

縦
六
十
穆
、
横
一
口
五
十
穏
も
あ
り
、
十
本

の
長
い
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
と
三
十
個
以
上
の
小
さ

い
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

う
ろ
こ
に
は
、
一
枚
一
枚
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
種

が
丁
寧
に
張
ら
れ
、
ひ
げ
に
も
つ
る
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
親
子
が
仲
よ
く
過
ご
す
よ

う
に
孫
の
干
支
の
辰
に
ち
な
ん
で
作
り
ま
し

た
。
平
成
四
年
の
第
十
七
回
全
日
本
愛
瓢
会

（
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
愛
好
会
）
展
示
会
で
は
金

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

櫛
田
さ
ん
が
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
に
魅
せ
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
、
十
年
ほ
ど
前
、
仕
事
帰
り
に

た
ま
た
ま
愛
瓢
会
の
展
示
会
を
の
ぞ
い
た
こ

と
で
す
。
ぶ
ら
り
と
下
が
る
風
情
が
何
と
も

い
え
な
い
の
ど
か
な
気
持
ち
の
安
ら
ぎ
を
覚

え
、
心
を
和
ま
せ
る
そ
う
で
す
。

　

毎
年
四
月
に
種
を
ま
き
、
十
月
に
収
穫
し

ま
す
。
百
個
以
上
を
収
穫
し
て
も
よ
い
物
は

一
～
二
個
だ
そ
う
で
す
。
冬
季
間
に
加
工
し

て
置
物
に
仕
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
竜
の
置
物
は
完
成
ま
で
三
ヵ
月
を
要

し
ま
し
た
。
一
日
中
か
か
り
き
り
で
食
事
を

取
る
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
　

「
よ
く
夢
中
に
な
っ
て
こ
ん
な
作
品
が
で

き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
孫
の
成
長
と
と

も
に
大
事
に
し
た
い
で
す
。
次
は
、
千
羽
の

ツ
ル
の
群
れ
を
少
し
ず
つ
、
こ
つ
こ
つ
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
楽
し
そ
う
で
す
。

市民のうごき

1月1日現在 前月比

世帯数 11，481世帯 11世帯

人口 41，599人 17人

内訳 男 19，880人 8人

女 21．719人 9人

12月中の異動
転入 67人 出生 25人

転出 49人 死亡 26人

市内の交通事故状況（9ヵ、6ゆ）

件数内訳
平成7年
12月末

平成6年
12月末

増減

総件数 554件 587件 △33件

人身

事故

件数 172件 184件 △12件

死者 2人 6人 △4人

傷者 219人 250人 △31人

物損事故 382件 403件 △21件

表
紙
の
こ
と
ば

　

O
A
S
I
S
協
会
の
「
冬
の

カ
ン
ト
リ
i
ス
ク
ー
ル
」
が
先

月
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

二
十
人
の
子
供
た
ち
は
、
寒
さ

も
雪
を
気
に
な
ら
な
い
様
子
で

元
気
い
っ
ぱ
い
。
雪
像
作
り
や

カ
ン
ジ
キ
歩
行
を
は
じ
め
、
六

呂
師
高
原
の
自
然
観
察
な
ど
、

ひ
と
昧
違
つ
た
冬
休
み
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

今
月
号
は
行
政
改
革
に
財
政

公
表
と
、
固
く
て
難
し
い
特
集

ぼ
か
り
で
恐
縮
で
す
。
「
市
民

の
皆
さ
ん
が
関
心
の
あ
る
内
容

を
、
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や

す
い
編
集
で
」
と
努
力
は
し
て

い
る
の
で
す
が
…
…
。
締
め
切

り
に
追
わ
れ
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
、
い
つ
も
も
が
い

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

－孔見，1呼

　

二
月
三
日
は
節
分
、

そ
の
翌
日
は
立
春
で
あ

る
。
厳
し
い
冬
が
去
っ

て
春
が
そ
こ
ま
で
き
て

い
る
、
ほ
の
か
な
喜
び

を
感
じ
る
と
き
で
も
あ

る
▼
熟
年
以
上
の
人
た
ち
が
子
供
の
こ
ろ
は
、

多
く
の
寺
や
個
々
の
家
で
も
豆
ま
き
を
し
た
。

子
供
た
ち
は
ガ
キ
大
将
を
先
頭
に
紙
袋
を
手
に

手
に
豆
拾
い
に
行
っ
た
。
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」

と
、
節
回
し
面
白
い
お
じ
さ
ん
の
真
似
を
し
た

り
、
ま
か
れ
た
。
い
り
豆
″
を
一
粒
残
ら
ず
拾
い

集
め
、
ど
れ
だ
け
拾
っ
た
か
を
競
い
合
っ
た
。

ま
ず
自
分
の
年
齢
と
同
数
の
豆
を
食
べ
る
と
、

あ
と
は
翌
日
の
お
や
つ
に
な
っ
た
。
「
福
も
鬼

も
ど
こ
か
に
い
る
の
だ
」
と
思
い
疑
う
こ
と
も

な
か
っ
た
▼
し
か
し
、
現
代
っ
子
た
ち
は
割
り

切
っ
て
い
て
「
鬼
な
ん
て
い
な
い
」
「
福
の
神

様
は
お
多
福
だ
」
「
い
り
豆
よ
り
五
色
豆
の
方

が
い
い
」
「
豆
よ
り
ミ
カ
ン
が
い
い
」
「
お
菓
子

だ
け
拾
う
」
と
い
う
〃
ち
や
っ
か
り
や
″
や
当
た

り
く
じ
の
付
い
た
あ
め
を
目
当
て
に
拾
う
子
も

い
る
▼
去
年
、
年
女
だ
っ
た
私
は
い
り
豆
や
菓

子
や
ミ
カ
ン
を
ま
い
た
が
、
子
供
た
ち
は
い
り

豆
に
は
目
も
く
れ
ず
、
老
年
の
方
た
ち
が
子
供

の
帰
っ
た
後
で
残
り
豆
を
拾
い
集
め
て
い
た
▼

戦
後
五
十
年
、
終
戦
後
の
厳
し
い
食
糧
難
も
遠

い
昔
話
に
な
り
、
店
頭
に
は
菓
子
や
果
物
が
あ

ふ
れ
る
ば
か
り
に
並
び
、
好
み
の
物
を
自
由
に

手
に
入
れ
て
豊
か
な
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い

る
。
そ
の
上
、
物
事
を
損
得
で
考
え
る
こ
と
も

多
い
世
の
中
だ
が
、
節
分
の
豆
ま
き
に
は
、
春

到
来
の
喜
び
を
神
々
に
感
謝
し
、
’
ね
た
み
、
憎

し
み
、
怒
り
″
な
ど
の
自
分
の
心
の
鬼
を
払
い
、

み
ん
な
の
幸
せ
を
祈
る
信
仰
に
根
づ
い
た
伝
統

の
優
し
さ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
・
・
‐
）
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